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青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に関する 

タスクフォース（第 12回） 

令和３年２月 12日 

１ 日時 令和３年２月 12日（金）１７:００～１９:００ 

２ 場所 ＷＥＢ会議による開催 

３ 出席者（敬称略） 

〇構成員 

 中村主査、曽我部主査代理、石田構成員、上沼構成員、尾上構成員、尾花構成員、森構成

員、米田構成員 

〇オブザーバー 

株式会社ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ株式会社、ソフトバンク株式会社、(一社)電気通信事業

者協会、(一社)テレコムサービス協会、(一社)全国携帯電話販売代理店協会、(一社)安心

ネットづくり促進協議会、(一財)マルチメディア振興センター、(一社)モバイル・コンテ

ンツ・フォーラム、(一社)ソーシャルメディア利用環境整備機構、アルプス システム イ

ンテグレーション株式会社、デジタルアーツ株式会社、内閣府、文部科学省 

〇総務省 

 竹内総合通信基盤局長、今川電気通信事業部長、梅村データ通信課長、片桐消費者行政第

一課長、萩原消費者行政第一課課長補佐 

 

４ 議事 

（１）開会 

（２）議題 

① 「青少年のフィルタリング利用促進のための課題及び対策」等を踏まえた取組の進捗  

状況について（ヒアリング） 

・（一財）マルチメディア振興センター 

※ （一社）電気通信事業者協会、（一社）テレコムサービス協会（MVNO委員会）におけ 

る加入率・有効化率の進捗状況に関する発表は議題(4)の中で実施 

② 青少年インターネット環境の整備等に関する検討会報告書の状況報告 

・内閣府（青少年インターネット環境の整備等に関する検討会報告書及び第５次基本計  

画に関する状況報告） 
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③ 青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に係るその他の取組の報告 

・事務局（総務省におけるインターネット上の誹謗中傷や海賊版対策に係る普及啓発の    

取組について） 

④ 今後の青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に関するタスクフォース

における検討課題に係るヒアリング 

・（一社）電気通信事業者協会 

・（一社）テレコムサービス協会（MVNO委員会） 

・フィルタリング事業者 

アルプス システム インテグレーション株式会社 

デジタルアーツ株式会社 

・（一社）安心ネットづくり促進協議会 

・（一社）ソーシャルメディア利用環境整備機構 

（３）閉会 

 

５ 議事要旨 

（１） 開会 

【中村主査】  皆さん、こんにちは。本日、お忙しいところ、ネット上ですけれども、お

集まりをいただきましてありがとうございます。 

 では、ただいまから第 12回の青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に関す

るタスクフォースを開催いたします。 

 今日の会議、コロナの拡大防止ということで、ウェブ会議でお届けをしようと思っており

ます。よろしくどうぞお願いします。 

 最初に、事務局からウェブ会議の開催上の注意事項の御案内、それから配布資料の確認を

お願いいたします。 

【萩原消費者行政第一課課長補佐】  本タスクフォースの事務局を務めます、総務省総合

通信基盤局消費者行政第１課の課長補佐である、萩原でございます。 

 では、ウェブ開催に関する注意事項を幾つか御案内させていただきます。 

 まず、一般傍聴につきましては、ウェブ会議システムによる音声のみでの傍聴とさせてい

ただいております。このため、構成員の方々につきましては、御発言に当たっては、お名前

を必ず冒頭に言及いただきますようお願いいたします。傍聴の方は、現在、構成員の方が参
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加されているシステム上の資料投影やチャット欄は閲覧できない設定となっておりますの

で、資料については、本タスクフォースのウェブページに公開しております。そちらを御覧

ください。 

 ハウリング混入防止のために、発言時以外はマイクをオフにしていただきますようお願

いいたします。意見交換において、御発言を希望される際には、事前にチャット欄に発言し

たい旨を書き込んでいただきますようお願いいたします。それを見て、主査から発言者を指

名いただく方式で進めさせていただきます。発言する際には、マイクをオンにして御発言く

ださい。発言が終わりましたら、オフに戻してください。接続に不具合がある場合には、速

やかに再接続を試していただきますようお願いいたします。その他、チャット機能で御連絡

いただければ、随時対応させていただきます。 

 注意事項に続きまして、配付資料の確認をさせていただきます。配付資料は、議事次第に

記載されているとおりですが、資料 12－１から資料 12－９までが今回、御報告いただく資

料となっております。不足等ございましたらお知らせください。 

 事務局からの御連絡事項は以上でございます。それでは、これ以降の議事進行は主査にお

願いしたいと存じます。主査、よろしくお願いいたします。 

 

（２）議題 

① 「青少年のフィルタリング利用促進のための課題及び対策」等を踏まえた取組の進捗  

状況について（ヒアリング） 

【中村主査】  よろしくお願いします。ありがとうございます。オンライン会議は場数を

踏んできてはいるんですけれども、不具合が発生することもいまだにしばしばございます

ので、その際、臨機応変に進めたいと思います。よろしくどうぞお願いいたします。 では、

議事に入ります。今日は盛りだくさんです。前の会合、10 月８日でしたか、約４か月経過

しておりまして、事業者や団体の取組、政府の施策等もそれぞれ進められているところと思

いますので、今日の議題は議事次第によると４つあります。青少年のフィルタリング利用促

進のための課題及び対策等を踏まえた取組の進捗状況についてのヒアリング、それから青

少年インターネット環境の整備等に関する検討会報告書の状況報告、３つ目が青少年の安

全・安心なインターネット利用環境整備に係るその他の取組の報告、４つ目、今後の青少年

の安心・安全なインターネット利用環境整備に関するタスクフォースにおける検討課題に

係るヒアリングとしています。 
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 では、まず、議題１、青少年のフィルタリング利用促進のための課題及び対策等を踏まえ

た取組の進捗状況について、マルチメディア振興センター、ＦＭＭＣさんから御説明をいた

だきます。では、ＦＭＭＣ木曽さんから説明をお願いできますでしょうか。 

 

〈（一財）マルチメディア振興センターから、資料 12―１「（一財）マルチメディア振興セ

ンター資料」について説明〉 

【マルチメディア振興センター】  では、資料の１ページを御覧ください。ｅ－ネットキ

ャラバンの実施状況について御説明させていただきます。資料 12－１になります。１ペー

ジを御覧ください。 

 まず、前回、御説明させていただいておりますけれども、ｅ－ネットキャラバンは従来対

面での講座を受講形式としてとっていましたが、新型コロナの感染拡大という影響もござ

いまして、学校の皆様に受講しやすい環境を提供するということで、対面の実施に加えて、

このページの②から⑤に書いております、校内の例えば放送設備を使ったものですとか、あ

とは、講師の職場等からウェブ会議システムを利用して配信するようなもの、それから、も

っとリモート講座を簡便に受けていただけるように、あらかじめ決まった日程で、ＦＭＭＣ

のほうに講師に来ていただいて、そこからウェブ会議システムを使って配信しているよう

なもの、それからビデオオンデマンドといった形態のＩＣＴを使ったリモートで受けてい

ただけるような講座の提供をしております。 

 前回、御説明した際には、トライアルで取りあえずやっていますということを説明したん

ですけれども、昨今のコロナの状況ですとか、あるいは、学校のほうでもＩＣＴの活用が

徐々に、今後進んでいくといったことも踏まえまして、本格実施ということで、11 月から

やらせていただいております。 

 ２ページを御覧ください。リモート講座の実施状況と今後の方向性でございます。 

 まず、１番目に、これまでの実施状況でございます。今年度は、２月、３月は予定の件数

なんですけれども、対面とリモートを合わせまして、全体で 1,100件ぐらいになる見込みで

す。そのうちリモートでの実施のものを、割合として一番下に示しております。こちらはリ

モートとしてカウントしているのは、前のページの②から⑤に書かせていただいているも

のをリモート講座等として割合で示しております。12 月までというのは、前半はリモート

をまだやっていなかったこともあり、5.5％がリモートでの実施になっているんですけれど

も、１月は 33％、２月も予定ですが 35％程度、３月は 20％を超える予定になっております。 
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 特に１月にまた緊急事態宣言が出て以降、１月以降の申込みに限ってみますと、リモート

の申込みの割合が 49％と、50％近い数字になっておりまして、リモートでの講座受講のニ

ーズというのは、学校の皆様にとってもあるのかなということを感じております。 

 ２でございます。今後の方向性でございますけれども、来年度も学校の環境ですとか事情

に合わせて講座を引き続き実施していただけるように、対面での実施に加えて、リモート講

座、ビデオオンデマンド講座も提供していきたいと思っております。リモート講座について

は周知をしていく、新しい取組でもあるので周知をしてどんどん使っていただくことが重

要と考えておりますので、こちらの周知も進め、引き続きやってまいりたいと思っておりま

す。また、リモート講座の、学校が希望すれば、いつでも受けていただけるように、例えば

講座のコマ数を増やしたりですとか、あとは、ビデオオンデマンド講座の内容改善です。具

体的には、例えば、小学校３、４年生、あるいは５、６年生に向けては、ただ、講座の模様、

授業風景を流すのではなくて、もう少し、例えば人形を登場させて、講師と人形が掛け合い

をしながら内容を進めていくとか、集中して見てもらえるような内容の改善も検討してお

ります。 

 以上になります。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。お疲れさまです。 

 では、今の発表に関して質問等ございましたら、お願いいたします。どなたからでも結構

です。尾花さん。 

【尾花構成員】  ＦＭＭＣの皆様、いろいろな工夫をしていただいているということがと

てもよく分かるご発表をありがとうございました。前回のときに、新しい内容は入れないと

いうお話を確定的にされていたのですごく不安だったのですが、リモート講座など新たな

内容への取組ができているということを、この資料からもうかがえるので大変心強く思い

ました。 

 そこで、質問というよりもお願いなのですが、昨今、動画とかゲームに起因するトラブル、

たとえば、犯罪や事件に巻き込まれたり、チャレンジ動画を見て命を落としたりするような

ことなどは世界的にも見られる傾向ですし、動画配信の投げ銭に関する問題なども起きて

います。そういったことを全く知らない講師だと、講義の中では話題にも上がらず、講座を

聴いた直後に児童・生徒が事件やトラブルに巻き込まれてしまって、ｅ－ネットキャラバン

の長年の実績が傷ついてしまうというようなこともこれからは考えられます。Webでの講座

が可能になったということで、全国に散らばっている講師の育成もできると思いますので、
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業界の動きも、事件やトラブルも、スピードが早くて大変だとは思うのですが、今、築かれ

たリモートやオンデマンドの環境を利用して、講師の方たちのスキルアップにも取り組ん

でいただければと思って、お願いの発言をさせていただきました。 

 以上です。ありがとうございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。それから、上沼さんと石田さんからも手が

挙がっているので、順にお願いします。 

【石田構成員】  石田です。質問してよろしいでしょうか。 

【中村主査】  どうぞ。 

【石田構成員】  全相協の石田です。よろしくお願いします。 

 リモート講座の要望が多いということでしたけれども、ｅ－ネットキャラバンさんの講

座については、保護者の方にぜひ知っていただきたいという内容が多いかと思うんですが、

このリモート講座に関しては、受講者の保護者の割合はどのぐらいか統計はありますでし

ょうか。 

【マルチメディア振興センター】  ＦＭＭＣの木曽です。保護者向けの講座というのは御

用意をしているんですけれども、手元で受講数が全体のうちどれくらいかというのが、今は

数字が分かりませんので、また、フィードバックさせていただければと思います。ありがと

うございます。 

【石田構成員】  ありがとうございます。保護者向けというのも非常に大切かなと思った

ので、お伺いしました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

【マルチメディア振興センター】  ありがとうございます。 

【中村主査】  上沼さん、どうぞ。 

【上沼構成員】  ありがとうございます。別のところで、去年ぐらいだったか、ネットモ

ラル系の講座で、コロナの関係で、主催者側はオンラインの状況の準備があるのに、受講者

側の都合でリモートは受けられないということで中止が増え、リモートの実施率が非常に

低かったということを伺っています。 

 ただ、これを見ると、リモートでの実施率がかなり伸びてきているようです。こういう状

況のときにネットモラルの授業がリモートでできない、それも受講者側の都合でできない

というのは非常に残念なことだとは思っていたのですが、この１年で急に伸びてきたとい

う感じなのでしょうか。ちなみに、私は第二東京弁護士会のいじめ予防授業で、ネットいじ

めの授業を東京でしてきたのですが、東京の公立学校はみんなＴｅａｍｓが導入されてい
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ると聞いて、すごいなと思いました。そのような全国的な傾向などご存じでしたら教えてい

ただければと思います。 

【マルチメディア振興センター】  ＦＭＭＣの木曽です。 

 最近、伸びてきているということですが、周知自体が私ども、リモートの準備ができたの

が割と昨年の秋ぐらいでして、それからいろいろなチャンネルで周知を始めたのが、総務省

様、文科省様の御協力をいただいて周知を本格的に始めて来たのが 11月、12月です。学校

に徐々に知っていただいているというところから割合が伸びて、この時期ですから対面よ

りはリモートでというところで、数字の伸びが今きているのかなと感じております。 

 また、今後、実績が積み上がってきて、あそこのこういうやり方だと簡単にできるみたい

な例も御紹介できましたら、また、ほかの学校にも知っていただいて、受けていただく割合

も増えてくるのかなと思っております。 

【上沼構成員】  ありがとうございます。そういう意味でいうと、あまり受講者側の都合

でできないという感じでは、今はないということですよね。 

【マルチメディア振興センター】  そうですね。受付担当者に聞いたところでは、わりと

学校様によって、温度差というか、恐らく状況が違うのかというところも一方であるのかな

とも感じています。例えば、コロナでキャンセルさせてくださいという御連絡をいただいた

ときに、リモートを御案内するんですけれども、やっぱり対面がいいので時期を後に延ばし

ますといった学校様もあると聞いているので、そこは設備の状況なのか、講座の特性として

対面がいいと先生がお考えなのかは分からないんですけれども、学校様によって状況は結

構違ってきているのかなと思います。 

 ただ、ＩＣＴを使っていこうという機運にはなってきているので、そういったところにう

まくインターネットの安全・安心教育というところも載せて、一緒に受けていただけるよう

になればいいかなと、事務局としては考えています。 

【上沼構成員】  ありがとうございました。 

【中村主査】  ありがとうございました。米田さんがお書きなのかな、ギガの関係もある

と思うと、そのとおりだろうと思います。ありがとうございました。 

 いつも議論になります、電気通信事業者協会、それから、テレコムサービス協会の加入率、

有効化率については、後の議題４の内容のときに、各団体から報告、発表をいただきたいと

思っております。 
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② 青少年インターネット環境の整備等に関する検討会報告書の状況報告 

【中村主査】  ということで、次の議題２に移りたいと思います。２番は「青少年インタ

ーネット環境の整備等に関する検討会報告書の状況報告」ということで、内閣府の岡部さん

から説明をいただければと存じます。よろしくどうぞ。 

 

〈内閣府から、資料 12―２「内閣府資料」について説明〉 

【内閣府】  本日、貴重な時間をいただき、ありがとうございます。 

 それでは、早速説明に入らせていただきます。私どもが現在、事務局をしております青少

年インターネット環境の整備等に関する検討会において取りまとめました、改正法附則第

40に基づく検討に関する提言報告書を前回、10月８日に概要を説明させていただきました。

その後、12 月の検討におきまして、正式に了承いただき、今回は前回と重複する部分がご

ざいますので、まず初めに、結論部分だけを説明させていただきます。 

 資料のうち、右側の枠囲いを御覧ください。上段に記載しているとおり、法の 13条から

16 条の義務の履行が図られており、今後もフィルタリングの利用率が継続的に向上するこ

とが見込まれる。このようなことから、政府において第４次基本計画の取組を着実に推進す

ることが適当である。その下ですが、第５次基本計画の策定の課題として、青少年に対する

情報教育の今後の在り方、青少年のインターネットの安全利用、ＳＮＳの安全利用、インタ

ーネットの長時間利用について、課題を挙げております。 

 以上が結論になります。 

 この結論を踏まえまして、基本計画見直しに向けた報告書を作成することとしておりま

す。２ページ以降、第１章、現状と取組方針、第２章以降が第１章の方針を反映した具体的

な取組という構成になっております。全て説明する時間がございませんので、ごく簡単にか

いつまんで説明いたします。 

 まず、諸情勢の変化として、５つ挙げております。情報教育の在り方の変化、インターネ

ット利用者の低年齢化の進展、青少年のインターネット利用時間の長時間化の進展、容易化

されたフィルタリング設定についてさらなる周知の必要性、青少年の情報「発信」を契機と

するトラブルの社会問題化の進展、このような情勢を受けまして、３つの基本的な考え方を

示させていただいております。 

 法改正を踏まえたフィルタリング利用率向上のための取組のさらなる推進、青少年のイ

ンターネットを適切に活用する能力の向上促進、最後に、ペアレンタルコントロールによる
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対応の推進、この３つの基本的な考え方を示させていただきました。このような方針に基づ

き、第２章以降、現行の第４次基本計画との違いを見え消し線で示しております。こちらの

報告書につきましては、まさに今、関係省庁、有識者の皆様と協議をして、作成段階にあり

ます。 

 最後のページは、今後のスケジュールです。３月５日、第 49回検討会、ここで先ほどの

報告書の最初の案を示させていただきます。その後、調整を経て、パブリックコメントを実

施する予定です。さらに、４月の検討会においても、報告書を報告させていただき、この場

で確定させていただきたいと考えております。その後、基本計画の作成、再度、パブリック

コメントにかけて、今年の夏に基本計画を策定したいと考えております。 

 駆け足になりましたが、以上になります。 

【中村主査】  どうもありがとうございました。では、今の報告に関して質問等ございま

したらお願いいたします。いかがでしょう。森さん、手が挙がりました。 

【森構成員】  御説明ありがとうございました。 

 これは骨子を御説明いただきまして、既に御案内のことかと存じますけれども、総務省で

は、昨年、非常に誹謗中傷に関する問題が活発に議論されましたので、その１つが曽我部先

生の発信者情報開示請求制度の検討会であったわけですけれども、誹謗中傷の対策につい

ての政策パッケージを公表していまして、その中に誹謗中傷を発信しないようにする、それ

から誹謗中傷を受けたときにどのように受け止めて、あるいは相談してやっていくかとい

うことについての啓発というものがしっかり入っていまして、これはもちろん誹謗中傷の

問題ではあるんですけども、誹謗中傷の問題というのは、大きな部分が青少年のインターネ

ットリテラシーの問題であるかと思いますので、そちらにもリンクを貼る形で報告書をお

つくりいただければと思います。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。石田さん。 

【石田構成員】  石田です。消費者教育の今後の在り方のところで、情報モラルから青少

年への情報教育を通じたインターネットを適切に活用する能力の向上促進ということが入

っていて、こちらの表のほうには適切な関わり方について考えるなど、多面的な情報教育を

行いと書かれていたので、とてもいいと思うんですけども、実は消費生活センターですと、

ターゲッティング広告から次々に契約してしまう方がいらっしゃるんです。ネットの仕組

みをよく御存じないと。そういうものが自分のところに来るのはなぜかということがよく
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お分かりになっていないんじゃないかといったことがあります。 

 同様に、今現在、エコーチェンバーとかフィルターバブルとかもありますので、ぜひそう

いうことも含めた教育をお願いしたいと思いましたので、発言させていただきました。 

【内閣府】  情報活用能力につきましては、もともと基本計画に、青少年自らが具体的に

情報通信機器を使い、インターネットにおいて流通する情報を適切に取捨選択して利用す

るとともに、適切にインターネットの情報発信を行う能力を習得させるという基本理念が

ございますので、引き続き、関係省庁と連携して、この基本理念に基づいて取り組んでまい

りたいと存じます。 

【石田構成員】  ありがとうございます。 

【中村主査】  御丁寧にありがとうございます。尾花さん。 

【尾花構成員】  ありがとうございます。第４次計画のときに、一般の企業を巻き込んで、

保護者教育をできればと、そういう項目を１つ作っていただきましたが、提案した私も含め

実現ができていない状況なので、第４次計画で掲げた取組を“引き続き着実に推進する”と

いうことをお願いしたいです。今起きている事件やトラブルや事故といったものは、保護者

がちゃんと管理さえしていれば防げたものもかなり多く、保護者教育が必須だということ

はこの問題に取り組んでいる全ての人が分かっているのですが、ｅ－ネットキャラバンで

いろいろ工夫してくださったり、消費者支援をしていらっしゃる様々な団体が学校に出向

いてくださったりして、講義やセミナーを実施しているのですが、結局、忙しい保護者の方

は聞きたくても受講できない。 

 働いている保護者がいらっしゃらない御家庭は本当にまれなので、子を持つ従業員向け

に、企業で必須教育として研修をしていただけるような体制づくりをすべきではないかと

考えています。子供にトラブルが起きて、そのことで会社の仕事を中途半端にしなきゃいけ

なくなったり、心配や対応で仕事に支障をきたしたりするような状況になれば、企業として

も経済的な損失を受けます。それを避けるためにも、トライアルでもいいので、保護者教育

をしていただける企業を探してやりませんか。第４次計画のときには実現が難しかったオ

ンライン学習がどの御家庭でも可能な状況になってきたので、今、まさにタイミングが追い

ついてきた感じです。学校に頼るだけでなく、一人でも多くの保護者のリテラシーを高めら

れるような機会を提供できるような取組を引き続きお願いしたいと思っています。 

 よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

【中村主査】  ありがとうございます。もう一方、米田さん、お願いします。 
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【米田構成員】  失礼します。関西学院千里国際中・高等部の米田です。よろしくお願い

いたします。 

 今回の第２の先ほどのところで１番、学校などにおける教育啓発などの推進のところで、

特に後で多分議論になると思うので少しだけお話をさせていただくと、ちょうど学習指導

要領が、小中高とともに変わります。変わった段階で、情報活用能力というところがかなり

今回、学習指導要領でもクローズアップされているので、小中高のところで、どのところで

もこの部分というのはすごく大事になってきます。中村伊知哉先生ほか、いろいろな方の御

尽力もありまして、ＧＩＧＡスクールは今順調に進んでいて、各自治体のほうに、小学校、

中学校、高校と、かなり端末が実際に入ってきており、その辺りのところも考慮しながら、

例えば、２番、３番のあたり、そしてまた、４番目のトラブルのところも保護でも始めてい

るんですけど、特にこういった自画撮りとかという部分だけじゃなくて、さっき石田さんか

らの話もあったように、消費者教育であるとか、そういったところにもぜひ力を入れていく

と言いますか、そんなところも補足をしていっていただければと思います。  

以上です。 

 

③ 青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に係るその他の取組の報告 

【中村主査】  どうもありがとうございました。 では、議題の３に移りたいと思います。

議題の３、青少年安心・安全インターネット利用環境整備に係るその他の取組の報告、これ

は事務局から説明いただければよろしいでしょうか。 

 

〈事務局から、資料 12―３「事務局資料（総務省におけるインターネット上の誹謗中傷や

海賊版対策に係る普及啓発の取組について）」について説明〉 

【萩原消費者行政第一課課長補佐】  事務局、総務省の萩原でございます。 

 私のほうからは、資料 12－３に基づきまして、総務省におけるインターネット上の誹謗

中傷や海賊版対策に関わる普及啓発の取組について御紹介させていただきたいと思います。 

 資料２ページ目を御覧ください。昨年の９月に、我々としましてはインターネット上の誹

謗中傷に対応するための政策パッケージというものを公表させていただいておりまして、

今回は、その中で特に１番のユーザーに対する情報モラル及びＩＣＴリテラシーの向上の

ための啓発活動ということで、これまでに既に取り組んできた実績のことについて御紹介

させていただきたいと思っております。 
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 内容としましては、①のところでインターネットトラブル事例集の現行版の追補版とい

う形で資料を作成し、全国の総合通信局ですとか教育委員会等を通じて、子育てや教育の現

場に周知をしております。また、ｅ－ネットキャラバンの講座内容にインターネット上の誹

謗中傷に関するものを追加させていただいております。さらに、＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮ

Ｓの特設サイトというものを、法務省人権擁護局と一般社団法人ソーシャルメディア利用

環境整備機構と共同で立ち上げているところでございますが、こちらの内容の拡充ですと

か、そういったもので社会全体における情報モラルやＩＣＴリテラシーが高まるようにす

るための取組を強化していくというところで掲げさせていただいております。 

 こちらの詳細の内容につきましては、３ページ目以降で御紹介させていただきます。順番

が逆になってしまって大変恐縮なんですが、まず、３番の＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳにつ

いて御紹介させていただきます。サイト自身は、昨年の７月 21日に先ほど申し上げました

とおり、法務省とＳＭＡＪと共同して立ち上げております。＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳと

いうものをスローガンと掲げまして、ＳＮＳで悩んでしまった際に役立ててもらうための

特設サイトを開設しております。こちらにつきましては、2020 年 12 月 25 日に、新たに本

タスクフォースのオブザーバーメンバーである電気通信事業者団体等、７団体に協力団体

として追加していただくとともに、サイト上にインターネット上の誹謗中傷に関する相談

窓口へのリンクを貼らせていただいているということで拡充をしております。今後も引き

続き、サイトの内容の充実ということを図っていくということをさせていただければと思

っております。 

 資料４ページ目御覧ください。資料４ページ目では、ｅ－ネットキャラバンについて御紹

介させていただいております。こちらは右側の真ん中にスライドの画像がございますけれ

ども、この中で、有名人の悪口を匿名で書き込んでしまうことについて啓発をするというと

ころのペーパーに修正していただきまして、これを全国の講座の中で御紹介いただくとい

うことになっております。 

 ５ページ目のところは、前回のタスクフォースでも御紹介させていただきましたインタ

ーネットトラブル事例集の追補版の作成と公表について触れさせていただいております。

内容につきましては、尾花先生に御協力いただきまして、左側のほうでは、誹謗中傷はして

はいけないということのメッセージ、右側のほうは誹謗中傷を受けてしまった場合にどう

すればいいのかというメッセージを掲載させていただいております。 

 ６ページ目のところでは、追補版を作成した後の周知活動について解説させていただい
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ております。今回、特徴としましては、ホームページのところにございまして、総務省の周

知広報の２ポツ目です。米書きで、スマホでも閲覧しやすいようにＨＴＭＬ形式での掲載と

いう形で、右に長細い絵がございますけれども、これまでＰＤＦという形で提供しておりま

して、こちらを開かないと見れないという状況でございましたが、今回、ホームページ上か

らアクセスすれば、そのまま見られるという形で、見やすさのところは意識して作っており

ます。 

 また、さらに、内閣府の政府広報室と連携いたしまして、ヤフージャパンのトップページ

にバナー広告を９月 18 日から 24 日の７日間、掲載させていただきました。こちらの表示

回数としましては、5,000万回を超えて表示したというところで、一定の効果があったもの

と見込まれます。 

 さらに、関係省庁、関係団体と連携させていただいておりまして、全国の総通局等からｅ

－ネットキャラバンの主催者ですとか講師、受講者に対しての周知ですとか、管内の教育委

員会、ＰＴＡ連合会、学校に周知、管内の会議において配布していただくなど、自治体にお

いても御周知をしていただくということをやっていただいております。 

 さらに、文科省様から全国の教育委員会を通じて学校等に周知していただいております。

関係団体、事業者の皆様からホームページにリンクを掲載していただく、ＳＮＳで投稿して

いただく、会員向けに情報発信、会報誌に掲載していただく等、御尽力いただきまして、い

ろいろと周知をさせていただいているところでございます。 

 ７ページ目のところは、トラブル事例集の追補版以外のところでの普及啓発活動につい

て記載させていただいております。上段、政府インターネットテレビというところでござい

ますが、インターネット上の誹謗中傷に関する普及啓発の動画を、トラブル事例集の内容を

基に作成させていただいております。その他、政府広報のホームページ上に、暮らしに役立

つ情報として、記事及び政府の広報ラジオを掲載していただいております。政府広報ラジオ

につきましては、昨年の 12 月 27 日、28 日に全国で放送されておりまして、不肖ながら、

私のほうから普及啓発の内容について御紹介させていただきました。 

 その他、視覚障害者の向けの「明日への声」というものと、「ふれあいらしんばん」とい

う資料につきましても、同じような誹謗中傷の話を載せさせていただいたところでござい

ます。 

 続きまして、インターネット上の海賊版対策に係る普及啓発の取組について御紹介させ

ていただきます。 
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 資料９枚目を御覧ください。こちらは昨年の 12 月 25 日に、総務省のほうからインター

ネット上の海賊版対策に関わる総務省の政策メニューという形で公表させていただいた内

容となっております。こちらは、今年の１月１日から著作権法が改正され、違法ダウンロー

ドのところの内容が拡充されたことを受けまして、ｅ－ネットキャラバンの講座内容に、海

賊版コンテンツのダウンロード違法化の内容の拡充のところのアップデートを既にしてい

ただいております。その他、現在策定しておりますインターネットトラブル事例集 2021年

版の中にも盛り込みまして、これを全国の総合通信局ですとか教育委員会等を通じて子育

てや教育の現場へ周知していくということを考えております。 

 さらに、③のところでございますけれども、こちらは次のページの右側を見ていただけれ

ばと思います。普及啓発動画、③というところでございますが、出版社や携帯事業者等の関

係者と協力して、青少年フィルタリングの普及啓発を通じて、海賊版対策にも資する動画を

作成、公表を予定しております。こちらは通信関係事業者ですとか団体のホームページです

とか全国の販売店の店頭、さらには青少年の普及啓発動画の現場はｅ－ネットキャラバン

を想定しておりますが、こういったところにおいて活用することで、広範な周知啓発を実施

する予定となっております。 

 駆け足でございましたけれども、事務局からは以上です。 

【中村主査】  では、事務局から発表に関して、質問等ありましたらお願いいたします。

森さん、お願いします。 

【森構成員】  御説明ありがとうございました。誹謗中傷のこと、海賊版対策のこと、遺

漏なくお進めいただいていると思います。 

 海賊版対策のほうなんですけれども、どちらかというと、海賊版サイトを利用しない、そ

れから、ダウンロードについてもそういうものについては違法になりますということで、海

賊版コンテンツのユーザーとしてのユーザーにならないこと、ユーザーになるとよくない

んだということが強調されて、それが当然、対策のメインであるわけですけども、同時に、

非常にシンプルなこととして、そういう著作権を侵害するようなものをアップロードしな

いということが、基礎的知識として共有されていることが重要だと思います。もちろん基礎

的な部分というのは、例えばトラブル事例集の中にも書かれていたかと思いますけれども、

海賊版対策というまとまりの中で、複製権侵害、公衆送信権の侵害をしちゃ駄目なんですと、

それは違法だし、さらに言うと刑事責任を負うこともある、海賊版サイトの公判手続も進ん

でいるんじゃないかと思います。最近あまり報道がないですけれども、そういうものを紹介
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しながら、基本的な権利侵害情報をアップロードしないというところについても、海賊版対

策として今後、周知啓発を図っていただくのがいいのではないかと思います。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。尾花さん。 

【尾花構成員】  尾花でございます。ありがとうございます。 

 ページ３にある＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳの特設サイトに、７事業者に協力いただい

て新しいコンテンツが増えたことは大変ありがたいと思っています。ここの一番左側にあ

るページの「もし、あなたが傷つけてしまいそうなら」や「傷ついたなら」の下にリンクが

貼ってあり、そのページに飛ぶと、各社のページにアクセスできるアイコンもちゃんとある

のですが、その中身が、じっくり読まないと何をしていいのか分かりづらいと感じました。

設定画面による手順などはなく、全部文字で書かれているので、もしも傷ついてつらい思い

をしつつ、何とか設定だけでも変えようと思って泣きながらアクセスする子たちの目に、Ｐ

ＤＦで示された文字情報が飛び込んできら、誰も心がなえてしまって何もできません。使う

側の心理に対する工夫や配慮が、もう少し必要かと。事業者さんの協力も必要ですし、お忙

しい中、時間を割いていただくことになるので、一足飛びに、傷ついた子たちのケアができ

るワンストップのページにするのはなかなか難しいと思うのですが、せっかく一歩前進し

たのですから、二歩、三歩と歩みを進め、設定の変更の仕方とか、このアプリだったらこう

すると傷つかなくて済む、といったことが、ここにアクセスしただけで分かるようなページ

へと、成長していけたらいいなと、希望も兼ねてお願いしたいと思いました。 

 別件ですが、１つ質問があります。６ページ目のトラブル事例集の追補版の周知というこ

とで、ヤフーのトップページにバナー広告を掲載していただいた件です。この表示回数の

5,000万というのは多分、トップページにバナー広告が表示された回数だと思うのです。こ

こをクリックして、サイトを訪れてくれた有効件数が分かるようでしたら教えていただけ

ませんか？もしも分からないようでしたら、せっかく広報しているわけですし、バナーが表

示された回数だけではなく、そこをどれぐらいクリックしたかという数についても、今後、

出していただけたらうれしいと思います。よろしくお願いいたします。 

【片桐消費者行政第一課長】  事務局、総務省消費者行政第一課長の片桐でございます。 

 その数字については、こちらのほうではまだ入手できていないところでございます。ただ、

基本的にこういったことをやるからには、効果検証というのは引き続きやっていきたいと

思っております。 
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 以上でございます。 

【尾花構成員】  ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 

④ 今後の青少年の安心・安全なインターネット利用環境整備に関するタスクフォース

における検討課題に係るヒアリング 

【中村主査】  ありがとうございます。よろしくお願いします。 

 では、議題の４に移りたいと思います。議題４、今後の青少年の安心・安全インターネッ

ト利用環境整備に関するタスクフォースにおける検討課題に係るヒアリングについてです。

今回、事務局と話合いの上で作成をしたヒアリング事項について、まず、事務局から説明を

お願いします。 

 

〈事務局から、資料 12―４「事務局資料（検討課題に係るヒアリング事項）」について説明〉 

【萩原消費者行政第一課課長補佐】  事務局、総務省の萩原でございます。 

 第 11回のタスクフォースにおいて、構成員の皆様から御意見いただきました内容や事務

局のほうで検討を重ねたところの内容につきまして、事前に事業者団体や事業者の皆様に

質問事項を投げさせていただいて、今回はその御回答という形で、資料を基に御説明いただ

くという流れになっております。 

 内容につきましては、資料 12－４を中心に御紹介させていただきたいと思います。まず、

大きな項目のうちの１番目が、事業者・事業者団体における取組のモニタリングについてと

いうところでございます。まずは、電気通信事業者協会様にはフィルタリングの加入率、有

効化率の公表値について、事前に４項目、御質問させていただいております。また、今後、

増加が予想されるウェブ販売につきましても、５項目質問をさせていただいております。今

回の内容につきましては、議題１の最新の加入率、有効化率の内容とともに御紹介いただけ

ればと思っております。 

 質問事項につきまして、簡単に御紹介させていただきます。まず、１つ目、現在の各数値

について、どのように評価をしているのかというところ。続きまして、加入率、有効化率の

計算結果を明記することについてどう考えるか。３番目、ＴＣＡが公表しております、ＭＮ

Ｏ合算値へ楽天モバイルを追加することは可能か。追加に伴う懸念事項というのはあるの

かというところ。次に４つ目、第８回のタスクフォースにおきまして、ｉＰｈｏｎｅにおけ

るスクリーンタイムの啓発を推進するとした上で、各数値の算出上、カウントするとの御説
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明がありました。その後、具体的にはどのようなアクションがあれば、加入及び有効化した

と考えているのか。また、各社が提供するフィルタリングサービス、安心フィルター等との

内訳はどうなっているのか。さらに、今後、スクリーンタイム以外で、各数値の算出に加え

たいサービスがあるのかどうかという質問をさせていただいております。 

 続きまして、今後、増加が予想されるウェブ販売につきましては、まず、１つ目、青少年

が契約者、利用者となるウェブ契約、ないしは、保護者が契約者で青少年が利用者であると

なるウェブ契約が各社においてどのような取扱い状況になっているのか。２つ目、ウェブ販

売の場合において、各数値の算出はどのような影響が与えられているか。さらに、３つ目、

ウェブ販売の場合でもスクリーンタイムを集計しているのか、その場合、どのように判断し

て集計しているのか。４つ目、ウェブ販売時のフィルタリング啓発はどのように行われてい

るのか。５つ目、ウェブ販売をした場合においても、フィルタリングの加入及び有効化の件

数及び割合を担保する仕組みについては、どのように考えているのか。こちらを御質問させ

ていただいております。 

 続きまして、一般社団法人テレコムサービス協会様へ、同じモニタリングについて御質問

させていただいております。まず、フィルタリングの加入率、有効化率の公表値につきまし

ては、こちらも最新の数値とともに御回答いただければと思っておりますが、事前には３つ

のテーマを御質問させていただいております。同じように現在の数値の評価ですとか、これ

まではテレコムサービス協会様の内容につきましては、集計期間にばらつきがありました

が、今後、どのようなタームで集計していくのか。さらに、これまで合算値を公表してきて

おりませんでしたが、公表することができるのか。合算値の公表に当たっての懸念事項とい

うのがあるのか。４つ目、これまで個社名を伏せて公表されておりますが個社名を公表する

ことは可能かというところでございます。５つ目、スクリーンタイムなどは集計対象になっ

ているか、利用者がスクリーンタイムを設定したかどのように確認するのか。さらに６つ目、

ＭＶＮＯ事業者全体的に数値を改善するに当たって、どのようなことを取り組んでいるの

か、また、どのようなことが課題になっているのかというところについてお伺いしたいと考

えております。 

 さらに、ＭＶＮＯにおいては主力となっておりますウェブ販売につきまして、４つ確認さ

せていただいております。まず、１つ目、青少年が利用者となるウェブ契約について、各社

における取扱い状況はどうなっているのか。２つ目、ウェブ販売時でのフィルタリング啓発

はどのように行われているか。３つ目、ＭＶＮＯにおいて、ウェブ販売が主力となっている
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ことにより、フィルタリング加入及び有効化の促進をする上で課題などがあるか。さらに、

ウェブ販売をした場合においても、フィルタリング加入及び有効化の件数及び割合を担保

する仕組みについて、こちらもＭＮＯに対するものと同じように質問させていただいてお

ります。 

 続きまして、大きな議題の２つ目でございますけれども、フィルタリングの利用促進のた

めのさらなる取組について、こちらは６団体に対して質問をさせていただいております。 

 まず、電気通信事業者協会様につきましては、フィルタリングの啓発、効果的な周知の周

知啓発の促進について、どのように考えているのか。また、さらにフィルタリングの継続的

な利用を促すための有効的な取組についてという形で、７つ質問させていただいておりま

す。 

 まず、保護者向けのフィルタリング啓発というのはどのように取り組んでいるのか。２つ

目、２フィルタリングサービスの啓発について、利用時間の制限等の機能をアピールすると

よいと考えるが、どのように考えているのか。ここからは各社の状況でございますけれども、

まず、ソフトバンクにつきましては、ソフトバンクのあんしんフィルターについて、小中高

及び高校生プラスモードの選択や個別のサービス、アプリを指定してのカスタマイズによ

る解除のほかに、カテゴリー別にフィルタリングのオン、オフを選べるという設定になって

おります。こちらについて、より強調して啓発をしたらいいと思うがどうか。 

 一方で、ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩのあんしんフィルターにおいては、今、申し上げたよう

なカテゴリー別のフィルタリングのオン、オフ機能というものが実装されていないので、こ

ちらは今後、実装検討することは可能かどうか。さらに、各社のフィルタリングサービスに

つきましては、オン、オフの切替えをより容易にすることで、さらにそれを周知、啓発する

ことで、保護者の端末を子供に貸し出す場合、いわゆる共用端末の場合にもフィルタリング

利用率が高まる上、さらに、子供が専用端末を持った際も、フィルタリング設定の抵抗が安

らぐと考えております。こちらについて、今後、検討することは可能かどうかお伺いしたい

と思っております。さらに、継続的な利用の状況、いわゆる計測時点でのフィルタリングの

稼働状況を把握できるようにする仕組みの導入を検討することは可能かどうか。最後、その

他、継続的な利用を促すのに、有効的な取組としてはどのようなものが考えられるのかでご

ざいます。 

 続きまして、テレコムサービス協会につきましても、１つ目は同様に、フィルタリングの

効果的な周知啓発の促進について、お伺いしたいと思っております。さらに、フィルタリン
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グの継続的な利用を促すための有効的な取組として、４つ質問させていただきます。 

 まず、１つ目、同じように保護者向けのフィルタリング啓発については、どのように考え

ているのか。２つ目、フィルタリングサービスの啓発について、利用時間の制限等の機能を

アピールするとよいと考えるがどうか。３つ目、同じように各社のフィルタリングサービス

について、オン、オフ機能切替えを容易にすることで、共用端末の場合でも利用率が向上す

る、また、さらに子供が専用端末を持った場合のフィルタリング設定への抵抗感が和らぐと

考えるがどうか、というところ。例えば、継続的な利用を促すのに有効的な取組としてどの

ようなものが考えられるのかということについて、お伺いしたいと考えております。 

 次に、フィルタリングの事業者としまして、２社お話を伺いたいと思っております。まず

は、共通していることとしまして、フィルタリングのカスタマイズ機能の改善及び周知につ

いてお伺いしたいと思っております。それ以外に、デジタルアーツ社のみにつきましては、

デジタルアーツ社が提供されていらっしゃる、ｉ－フィルターについて、カテゴリー別のフ

ィルタリングオン、オフ機能があるということでございますので、こちらをより強調して啓

発したらよいと考えるがどうかというところでございます。 

 続きまして、安心ネットづくり促進協議会につきましては、２点質問させていただいてお

りまして、低年齢層の保護者、小学生向けフィルタリング啓発の促進について、今後どのよ

うに取り組んでいくか。また、保護者向けフィルタリング啓発についての現状と課題につい

てどのように考えるか、こちらの２点をお伺いしたいと考えております。 

 最後でございます。ソーシャルメディア利用環境整備機構につきましては、１点、フィル

タリングやカスタマイズ機能に関する周知について、ＳＮＳ等の事業者、ないしは団体とし

て関わることが可能かというところでお伺いしたいと考えております。 

 事務局からは以上でございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。資料 12－４によりますと、２つの大きな

項目がありまして、①が取組のモニタリング、②がフィルタリングの利用促進ということで、

まずは、①、事業者・事業者団体における取組のモニタリングについて、電気通信事業者協

会とテレコムサービス協会から御回答をいただければと思います。 

 まずはＴＣＡ様からお願いできますでしょうか。 

 

〈（一社）電気通信事業者協会から、資料 12―５「（一社）電気通信事業者協会資料」につ

いて説明〉 
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【電気通信事業者協会】  それでは、電気通信事業者協会より御説明いたします。資料 12

－５を御覧ください。 

 １ページ目は本日のアジェンダですが、一旦、１番のところで切らせていただこうと思い

ます。 

 ３ページ目を御覧ください。こちらは、こちらの会議体の中で何度か御説明したかもしれ

ませんが、お客様が来店いただいてからお店を出られるまでの一連の流れを図式化したも

のです。こちらはショップでの受付です。まずは、お客様が御来店いただきましたら、契約

者、もしくは利用者のどちらかが 18歳未満に該当するかどうかという年齢の確認を行いま

す。18歳未満に該当しない、18歳以上であれば通常の受付を行うわけですが、18歳未満に

該当しますと、事業者の義務としまして、フィルタリングの説明を行います。そして、フィ

ルタリングに多くの方が御加入いただくわけですけれども、中には不要だということで、非

加入の方もいらっしゃいます。こちらが③と④に分かれるところです。４の非加入を御選択

される場合には、不使用の申出書を御提出いただきます。そして、３フィルタリングに御加

入いただいた方のうち、そこで、お店の中でフィルタリングサービスの有効化を御提案する

わけなんですが、こちらをそのまま店頭で有効化されるケースと、お客様が御自身で、帰っ

てから有効化されるというケースがございますので、５番と６番に分かれますということ

になります。こちらも６番を選択される方は、有効化不要申出書を御提出いただくと、こう

いう流れになっております。 

 続きまして、４ページ目ですが、今、申し上げたとおり、そういう流れになっております

ので、よく加入率と有効化率の数字を御説明いたしますが、改めて定義の確認でございます。

契約者、もしくは利用者の年齢が 18歳未満の方を分母としまして、そのうちフィルタリン

グサービスに御加入いただく③番を分子とするものが加入率と定義しております。そして、

フィルタリングサービスに申込みいただいた方のうち、事業者が設定するものを有効化率

と呼んでおるということでございます。 

 この加入率と有効化率がどういう推移をしているかというのを示したものが、次の５ペ

ージの折れ線グラフになります。こちらは４社合計の数字になっておりますが、青が加入率、

赤が有効化率の推移を示したものです。３年弱ぐらいの期間の推移を示しておりますが、短

期間での多少の増減というのはあるんですが、長期のトレンドで見ますと、加入率、有効化

率、どちらも上昇の傾向にあるということが見て取れると思います。 

続きまして、６ページ目です。こちらは、直近４か月間の各社、４社の数字を示したものに
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なります。ここで、楽天モバイルだけは加入を必須としておりますので、加入率が 100％と

いう数字で出ております。 

 続きまして、７ページ目を御覧ください。これは先ほどの質問事項にもございましたが、

ウェブの販売でどのようになっているのか示したものでございます。ＫＤＤＩと楽天モバ

イルの２社につきましては、18 歳未満に関してのウェブでの受付は不可としておりますの

で、こちらに示している図は、ＮＴＴドコモとソフトバンク、両者２社の流れになります。 

 この２社につきましては、お客様がウェブのショップに御来店いただくと、リアルの店舗

と同じように年齢の確認を行います。契約者、もしくは利用者が 18歳未満か否かというこ

とを確認するわけですが、契約者が 18歳未満の方は契約をお断りしております。契約者が

成人で、利用者が 18歳未満のケースのみ受付を行っております。ウェブサイト上でフィル

タリングの説明を行いまして、フィルタリングに御加入いただきます。こちらは実際の店頭

での運用とは異なっておりまして、フィルタリングの加入を必須という扱いでやっており

ます。非加入という選択はできないということでございます。そして、その後の有効化に関

しましては、こちらは店舗での有効化ができませんので、保護者の方に有効化をしていただ

くという流れになります。有効化というのを確実にやっていただくために、端末を送るとき

にフィルタリングサービスの概要ですとか設定方法を詳しく解説した冊子も同封して送っ

ておりまして、確実に設定を促しているという流れになります。こういう流れですので、下

の四角に書いてございますが、フィルタリングサービスの加入率は 100％で、有効化率は 0％

ということになります。 

 ８ページ目が、これはソフトバンクの事例ですが、実際のウェブの販売におけるサイトの

実例です。こちらにフィルタリングの説明をして、加入が必須になることですとか店頭で設

定を御希望の場合は、オンラインでの手続は中止いただいて、店頭を御案内するといったこ

と。あとは、確実に説明内容に関して同意いただいたこと、及び保護者自身で確実に設定し

ていただくことを確認していただいて、申込みが完了するという流れになっております。 

 ９ページ目です。これは先ほど申し上げました、契約いただいた後に確実に有効化措置を

行っていただくために、端末と同梱して、フィルタリングサービスのパンフレットを送付し

ている、その中身でございます。ＮＴＴドコモの事例です。右側にございますが、画面をず

っと追って設定がどういう画面で行うことができるのかを解説しておりまして、また、動画

の解説等も行って、確実に分かりやすく設定を完了していただくような案内をしていると

いうことでございます。 
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 一旦、ここで切らせていただきます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。続いて、テレコムサービス協会の井原さん

からお願いいたします。 

 

〈（一社）テレコムサービス協会（MVNO委員会）から、資料 12―６「（一社）テレコムサー

ビス協会（MVNO 委員会）資料」について説明〉 

【テレコムサービス協会】  テレコムサービス協会、井原でございます。 

 それでは、テレコムサービス協会のほうから説明させていただきます。資料 12－６でご

ざいます。３ページを御覧いただければと思います。 

 今回も各社のフィルタリングの利用状況について御説明をさせていただきたいと思いま

す。今回、前回、前々回と含めて数字のほうを並べさせていただいております。前回と、ま

ず大きく違う点としましては、前回の際に、尾花先生のほうから青少年の利用率も調べてい

ただきたいというお話を頂戴いたしましたので、今回、青少年の利用率についても調査させ

ていただいて、案内させていただいています。 

 まず、申込み率に関しましては、期間が 2020 年９月１日から 2020 年 12 月 31 日という

ことにさせていただいております。有効化措置率に関しましては、お申出をいただくという

ことになってございますので、さらに２か月間長い、2020年７月１日から 2020年 12月 31

日までの期間を有効化措置率として計算させていただいています。青少年の利用率につき

ましては、申込み率と同様に９月１日から 12 月 31 日までの期間とさせていただいており

ます。 

 この数字を見ていただければ分かるとおり、各社によって大きく数値が異なっていると

いう状況は変わってございません。今後につきましては、まず、四半期ごとですので、１月

－３月、４月－６月、７月－９月、10月－12月という年４回、申込み率について調査させ

ていただくということで進めさせていただきたいと思います。有効化措置につきましては、

６か月間を取らせていただきたいので、先ほど申込み率の調査に対して、さらに前の３か月

間を含めた６か月間で、年４回、調査をさせていただく予定でございます。 

 １つ、今回の青少年の利用率のところなんですけれども、特徴的なところだけ１つ説明さ

せていただければ、６番目の会社が前々回と今回でかなり大きく青少年の利用率が異なっ

ておりますけども、前々回がちょうど春、２月、３月あたりの数字、学生様は新中学生とか

新高校生が新しく申し込む時期ということもございますので、今回の調査の時期と比べま
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すと、青少年の利用率、申込み率が少ないという結果でございました。 

 もう一つ、有効化措置率のところで、こちらも６番目の会社なんですけども、こちらは有

効化措置の件数が取れなくて、一方で、アクティベート率は取れますので、あくまでも参考

という形で、実際のフィルタリングサービスの稼働している率を掲載させていただいてい

ますが、こちらは有効化措置率になっているんですけども、あくまで参考ということでお願

いをいたします。 

 あと、合算値のところ、資料としては記載させていただいておりません。今回、合算値は、

各社から総務省様のほうに、実際のフィルタリング申込み数と有効化措置数というのをお

送りさせていただいております。こちらを総務省様のほうでそろえていただいて、今回、合

算を我々のほうに御提供いただく予定でございます。一応、今回、各社から案内させていた

だいたのは一旦公表しないということで、各社から数字を頂戴しているということになっ

てございますので、まとまったもの、今回、初めて合算値が出ますので、そちらの状況を確

認して、次回以降、どのように対応させていただくかというのを検討させていただければと

思っております。 

 特にＭＶＮＯの場合、個社ごとに大きく数値が異なってしまいますので、例えば非常に数

値の大きい会社様の申込み率が低い場合は、そちらのほうに引っ張られてしまうというこ

とになってしまいますので、そこら辺も踏まえて、最終的に合算値が出た後に、各社と相談

させていただきたいと思っております。 

 あと個社名のところに関しましても、各社、基本的には公表を控えていただきたい案内を

いただいておりますので、構成員の先生のみという形で、今回も社名のほうは一般的には公

表しないという形にさせていただいております。 

 続きまして、４ページに移らせていただきます。こちらはオンラインの申込みの際の、青

少年の利用者の登録の際の手続の手順について御説明させていただきます。簡単な流れを

４ページに書かせていただいていますが、おおむねどのＭＶＮＯもこのような流れで進ん

でおりますので、あくまでも仮ということで見ていただければと思います。契約画面があり、

利用者の確認をウェブページでさせていただいて、契約者以外の利用者であれば、利用者の

情報を入力いただく。入力した情報の中で、青少年に該当するのであれば、青少年の利用に

関する注意事項が出て、その次にフィルタリングの説明が出て、フィルタリングの申込みの

案内が出て、フィルタリングを申し込むか申し込まないか、申し込まない場合に関しては理

由の申請が出るという流れでございます。 
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 詳しくは、５ページ以降で、オプテージ様の契約の手順を見ていただきながら御説明させ

ていただければと思います。まず、利用者の選択のところ、こちらを見ていただければ分か

りますとおり、契約者本人であるか、契約者以外であるかというところのポチがございます。

これがもし契約者以外を選択されますと、自動的に利用者の情報入力の画面が出てくると

いうことになっております。ここで、実際の年齢、生年月日を入れていただいて、青少年以

外であれば何も出ないんですけども、青少年ということになりましたら、自動的に注意文言

のほうが表記されるという内容になっております。６ページでございます。 

 次に、７ページでございます。それ以降に関しましては、青少年ということになりました

ので、フィルタリングについての案内であり、フィルタリングの申込みについての説明をさ

せていただいて、フィルタリングを申し込まないという場合に関しましては、不加入の場合

の申請の画面が出てくるという流れになっております。こちらのほうはおおよそほとんど

のＭＶＮＯがこのような流れで、青少年の方の青少年利用の場合のフィルタリングの申込

み手順となってございます。 

 あと、オンラインの契約時のフィルタリングサービスの啓発の際、どのように保護者に対

してしっかりとフィルタリングの必要性を訴えるのかについて、こちらは個社ごとに画面

が異なっているんですけども、先ほどのオプテージ様の画面のように、青少年であるという

ことが確認されましたら、青少年に関する注意の説明が出てくる、８ページがＢＩＧＬＯＢ

Ｅ様のもの、９ページはＬＩＢＭＯ様、ＬＩＮＥモバイル様です。10 ページがＳＴｎｅｔ

様とイオンモバイル様の案内になっておりますけども、確認をしないと次に進めないとい

う作り方になっているものが多いということになってございます。 

 まず、このパートは以上でございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。では、今の２団体からの報告について、質

問等ございましたら、お願いします。上沼さん。 

【上沼構成員】  ＴＣＡの御説明のところで、毎度毎度同じ説明をしていただいて本当申

し訳ないなと思っているのですが、今回もうかがいます。有効化率についてＴＣＡさんとし

ては、事業者側の実施状況を示す数値であるから、事業者側で有効化設定をした数値とする

という考え方は分かります。ただ、前々から何度か申し上げているように、例えば、６ペー

ジのほうで見ると、楽天モバイルさんは加入率 100％なものですから、楽天モバイルさんだ

け有効化率 47％ということで低く見えますけれども、実際に有効化された割合で見ると、1

社だけが突出して低いわけではないですよね？事業者さんは、実際の利用率は、加入率と有
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効化率の掛け算で算出されるものではないとおっしゃるのかもしれませんが、代理店を出

る段階では、掛け算で算出されたものが実際の利用率と解されることになります。そのよう

にみていくと、楽天モバイルだけが低いわけでもないということが、４ページの図が分かっ

ている人には分かる、というように、一見して理解しづらいというところが前々から気にな

っています。 

 それと併せて、７ページの説明によれば、オンラインの場合は加入率 100％ですが、オン

ラインの場合は、店頭での有効化が不可能ということで、有効化率 0％になってしまい、こ

のような極端な 100％と 0％のものが、６ページの数値の中に一緒に合算されてしまうわけ

ですよね。そうすると、ますます実態が見えない数字になるのではないかという点を気にし

ています。あともう１点、ＭＶＮＯさんの統計でいう有効化のほうは、その後の保護者の行

動も追跡して算出されているものなので、前提が異なり、ＴＣＡさんのデータとテレサ協さ

んのデータはそのまま比較にならないということになってしまいます。ですので実際の保

護者の設定も含めたフィルタリングの有効化の数を把握する方法がないんでしょうかとい

うところを御検討いただきたいというところです。 

 この点について以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。これはどなたかお答えすべき人はいますか。 

【電気通信事業者協会】  ＴＣＡです。実際に、今、本当に現時点で有効化になっている

数字というのが取れないかということですよね。 

 こちらにつきましては、事業者側での把握というのは難しいということになります。特に

最近でいきますと、ＯＳ機能にフィルタリング機能がついているものもございますので、こ

うなると、ますますもって、そちらも実際にどれだけ有効化されているかということを事業

者として把握することはできません。もちろん、だからといってやらないということではな

いんですが、自分たちとしたら、極力店頭での有効化を上げていくという努力は、これまで

と変わらずやっていこうかと思っておりますが、御質問に対してのお答えとしては、それは

今はできないという回答になります。 

【上沼構成員】  ＯＳの部分は把握できないというのはおっしゃるとおりかと思うんで

すけども、ただ、ＭＶＮＯさんのほうで取れるのに、ＴＣＡさんのほうで取れないというの

もちょっと理由が分からないように思います。ｉ－フィルターのほうだったら取れなくも

ないんじゃないかと思うものですから、この点は引き続きお願いしたいと思っています。今

日すぐに御回答ではないので、改めてお願いして、次回もまたお願いするかもしれません。 
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 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。尾花さん。 

【尾花構成員】  ありがとうございます。 

 このところ、混乱されている方が多く見受けられるため、気になっている点があります。

例えばＴＣＡさんの資料３ページの一番下の注釈で、スクリーンタイム、ファミリーリンク

については、お客様からの意思表示に従い云々と書かれていますが、そもそもスクリーンタ

イムとファミリーリンクは機能が異なるため、横に並べることに無理があります。２社のＯ

Ｓ事業さんはコントロールツールを２つずつ提供しており、子供の端末の中で設定してコ

ントロールする「スクリーンタイム」に対するものは、「デジタルウエルビーイング」。保護

者が自分の端末から遠隔でコントロールできるものが「ファミリーリンク」で、これに対す

るものは「ファミリー共有」です。ですからスクリーンタイムと並べるのはデジタルウエル

ビーイングだし、ファミリーリンクと並べるのはファミリー共有になるのですが、耳なじみ

がある代表的なツールということで、子供の端末でコントロールするものと、遠隔操作でコ

ントロールするものが並べられがちなのが現状です。事業者のみなさんが、この４つのツー

ルの区別を分かっていらっしゃるのかどうか、すごく不安を感じます。 

 なおかつＭＮＯ、ＭＶＮＯ、共通のことですが、スクリーンタイムの設定をするというこ

とで、フィルタリングに数字が入ってしまうのはどうかな？と。先ほど申し上げましたが、

スクリーンタイムは子供の端末でコントロールをするものですので、スクリーンタイムを

使いつつ、ファミリー共有を使って新たに子供のアカウントを設定しなければ、保護者の端

末からの管理はできません。スクリーンタイムだけでは、パスワードの設定・管理を保護者

が徹底して行わない限り、ペアレンタルコントロールすることは不可能なのです。そうなる

と、設定を変更・調整したいときは、子供の端末を受け取った保護者が、子供に知られない

ようにパスワードを入れて操作しなければ、フィルタリング有効とは言えないわけです。そ

ういったことをふまえて、「スクリーンタイムを使っているからフィルタリングは有効です」

と判断し、数字に入れていることをとても不安視しています。 

 事業者向けの勉強会でも何でも、もしも御要望があればやりますので、ｉＯＳの「スクリ

ーンタイムとファミリー共有」、Ａｎｄｒｏｉｄの「デジタルウエルビーイングとファミリ

ーリング」、そして、親子の端末のＯＳが違うときにできることはあるのか、ないのかみた

いなことを整理して、関係しているみなさんがしっかり把握していただくことが大切だと

考えます。関連省庁のみなさんでも勘違いされている方たちが多いので、ここはきちっと理
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解して推進していっていただきたいということで、情報共有も兼ねてお話しさせていただ

きました。 

 もう一つは、契約というものに対する消費者教育を日本ではほとんどされていないので、

子供が使うのに保護者のものとして契約したり、あるいは、オンラインで契約する際に、フ

ィルタリングをかけられたら困るという理由で子供が使うと言わずに登録したり、という

現状があります。こういった行為は“契約違反”になるということを認識するためにも、正

しい消費者教育を今後していかなければなりません。フィルタリングの店頭手続及びウェ

ブ手続については、事業者のみなさんがこんなに頑張って努力してくださっているのに、な

かなかうまくいかないのは、消費者教育がきちんと出来ていない、契約に対する責任という

ものを利用者が理解していないところに起因していると考えられますので、これから取り

組まなきゃいけないことだと思っています。 

 それを踏まえて、１つ質問です。有料・無料に関わらず、操作に困ったときに端末を遠隔

操作することができるサービスがあると思うのですが、フィルタリングの設定が分からな

い場合、遠隔でフィルタリング設定してもらえますか？と相談されたときに対応できる仕

組みがあるのか、あるいは、そういう実績がある事業者さんがいるのか、その辺りが分かっ

たら教えていただきたいのですが、長くなりました。よろしくお願いします。 

【中村主査】  御回答ありますでしょうか。 

【電気通信事業者協会】  ＴＣＡですけれども、今、遠隔での操作はできないと思います。 

【尾花構成員】  遠隔でいろいろな設定をしてあげることができる仕組みを持つ事業者

もあると思いますが、そういう仕組みを使っても、現状では、フィルタリングに関してはで

きないと考えていいわけですね。 

【電気通信事業者協会】  はい。少なくとも、現時点では提供していないということにな

ります。 

【尾花構成員】  ありがとうございます。システムも関係してくるので物理的にできない

のであれば仕方がありませんが、もし可能であれば、遠隔で設定してあげるようなサービス

を有料で結構なので御検討いただけるとうれしいと思います。よろしくお願いします。 

【中村主査】  曽我部さん、お願いします。 

【曽我部主査代理】  ありがとうございます。私のほうから１点御質問なんですけれども、

テレサ協様の資料の７ページ辺りなんですが、フィルタリングのウェブ契約での申込み画

面の立てつけということについてなんですが、フィルタリングを申し込むかどうかという
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のがフラットに並んでいて申込む、申し込まないというのが選べるかのような形になって

いるわけです。 

 これに対して、ＴＣＡさんの 12－５の８ページのソフトバンクさんの画面ですと、これ

は同意するかどうかというのがあって、同意しない場合にということで、フラットに選べる

ような仕様にはなっていないように見えるわけです。 

 環境整備法ですと、基本的には加入するのは義務になっていて、ただ、例外があるという

構造ですので、法律の建前に忠実なのは、ＴＣＡさんの資料の例のほうかと思います。テレ

サ協さんの資料の８ページなんかを見ると、一応選べるんだけれども、デフォルトは利用す

るというＢＩＧＬＯＢＥさんの例です。ですとか、あと、９ページのＬＩＮＥモバイルさん

なんかも、一応申し込むのがデフォルトでチェックが入っているということで、オプテージ

さんも、分かりにくいですけれども、デフォルトでは加入するとチェックが入っているのか

もしれないんですけれども、ただ、すぐどちらも自由に選べるような前提の立てつけになっ

ているんですけれども、法律の立てつけからすると、ＴＣＡさんの資料の例のほうが法律の

趣旨に則しているかと思います。これが実際、加入率にどれぐらい反映するのかは分からな

いところではありますけど、とりわけ有料の場合はあれなんですけども、一応この辺も御留

意をいただけるといいのかと思いましたということです。 

 以上です。 

【中村主査】  ありがとうございます。大事な指摘かと思います。石田さんから質問があ

りますか。 

【石田構成員】  テレコムサービス協会さんにお伺いしたいんですけれども、４ページの

ところで、フィルタリングを利用しない、申し込まないとなった場合に、その理由の申請と

書いてありますが、これは各社さん全て行っているのかどうかということと、それと、あと

その後にオプテージさんの例が載っているんですが、不加入申請のところに書いてある選

択肢が４つほど載っていますけれども、これだけではないような気がしているんですが、申

し込まない理由というのが分かれば、逆に今、そういうものをクリアしていけば申し込んで

いただけるのかなというところがありますので、こういうところで、その他という、積極的

に申し込まない理由を集めていただいたほうがよろしいのではないかと思ったんですけれ

ども、２点、質問です。よろしくお願いします。 

【テレコムサービス協会】  テレコムサービス協会、井原でございます。 

 まず、１点目なんですが、基本的に申し込まない理由は聞くということがルールになって
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ございますので、必ず各社聞くということになっております。 

 あと、もう２点目のところになんですけれども、こちらのほうも聞く内容がもともと決ま

っておりますので、これは店頭で受ける場合もそうです。恐らくＴＣＡ様も同じ内容で、店

頭でも聞かれているかと思うんですけれども、それをウェブでも同じ内容で聞かせていた

だいているということになってございますが、御審議いただいた件、ごもっともだとは思い

ますので、１度、今度の消費者問題分科会等で御意見があったということで、案内させてい

ただければと思いますが、フリーコメントみたいな形があればいいのではないかというこ

とでよろしいですか。 

【石田構成員】  はい、そうですね。 

【テレコムサービス協会】  かしこまりました。あと、曽我部様から先ほど御指摘をいた

だいた件なんですが、一応、店頭のほうも申し込む、申し込まないということが選択できる

かと思っておりますので、ウェブでも選択ができるようにさせていただいているのがＭＶ

ＮＯ各社ということになっておりますので、基本的には店頭で受ける場合と同様の手続を

ウェブでさせていただいているということになりますので、ＭＶＮＯだけがこういうこと

をしているということではないということは、御理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

【中村主査】  上沼さん、今の件で何かありますか。 

【上沼構成員】  追加をさせていただければと思うんですけど、不使用の理由について、

私の記憶ですと、条例によっては不使用の理由を申し出なくちゃいけないところがあって、

その理由が結構限定されていたりしているんじゃないかと思います。石田さんがおっしゃ

るのもそのとおりなんですけど、それ以外の理由でも広く使わないことを認めちゃうとい

うのも、その条例との関係でどうなのかと思うので、そこを含めて御検討いただければと思

ったので、一言追加です。 

【中村主査】  ありがとうございます。森さん、どうでしょう。 

【森構成員】  御説明ありがとうございました。曽我部先生の御意見と重複するんですけ

れども、テレサ協さんの御説明で、ある程度、ユーザーの選択による部分があるから仕方な

いというところがヒアリングのお答えだと思うんですけれども、11 ページとか、必要性を

理解していないんじゃないかということなんですが、そこが曽我部先生の御意見の御趣旨

で、やっぱり利用のほうに持っていくことをしていただく必要というのはありますので、ユ

ーザーの選択だから仕方ないんですと。 
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 全体としての利用率みたいなものも個社さんでまちまちで、必ずしも上がっているとは

言えなくて、個社名も公表しないみたいなことは、全体として、何となく改善の方向につな

がらないと言いますか、いろいろ取組をしていただいているところで、そのような言い方を

するのは申し訳ないんですけども、全体として上げていくというところを示していただか

ないと、また、さらに厳しい法規制でということになるかと思いますので、ユーザーの選択

だということではなくて、そこはインターフェースなり、ナッジというものを使って、さら

なる利用率の向上を目指していただきたいと思います。 

 以上です。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。事業者さんの現状を聞きただすというだけ

でなくて、政策としてどう持っていくのかというのがタスクフォースのミッションでもご

ざいますので、方向性を持って、我々もそのような議論を進められればと思いますし、先ほ

ど、条例の話というのも出てきました。それも１つの重要なチェックポイントになるんだろ

うと感じながら承っておりました。ありがとうございます。 

 さて、今日はもう一つ、最後のヒアリングシリーズが６つございまして、かなり時間が押

しておりますが、これをテンポよく進めていきたいと思います。資料 12－４、②フィルタ

リングの利用促進のためのさらなる取組についてということでございまして、続けて、お聞

きをできればと思います。まず、これもＴＣＡ様からお願いできますか。 

 

〈（一社）電気通信事業者協会から、資料 12―５「（一社）電気通信事業者協会資料」につ

いて説明〉 

【電気通信事業者協会】  ＴＣＡです。先ほどの資料の 12－５の 11ページ目から御説明

いたします。 

 こちらは、各社でどういう取組をやっているかという内容を、具体的におのおの書いてい

るものなんですが、次ページ以降に、各社の詳しい中身は書いてございます。おおむね各社

でやっていることは、ほぼ同様ということでして、何か物すごく革新的な取組をやっている

ということはないんですけども、従前より普及啓発活動ですとか取組を行っていますので、

それを工夫しながら継続して行っているというのがサマリーになります。 

 例えば、普及啓発活動でいきますと、以前から実施しております、スマホ教室といったも

のです。こういった普及啓発活動は継続して行っております。そんな中で、昨今のコロナの

状況ということを受けまして、密にならない工夫ですとか、あとは、オンラインでの取組と
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いった工夫も行っているということでございます。 

 大きく普及啓発活動と、あとは店頭での説明です。これも従前より行っておりますが、こ

れはもちろん継続して行っている中で、より説明ツールの工夫なんかも行っているという

ことです。ツールもより最近、工夫を凝らしてきておりまして、これも詳細は各社のページ

にあるんですけれども、特にウェブで動画を積極的に活用するような説明というところに

注力をしております。静止画よりも動画がお客様への御理解というのが、より理解度が高い

ところでございますので、そこを注力して、例えば事例の紹介ですとか、あとは設定方法の

解説を行うということを行っております。また、パンフレット等の説明ツールも改良を行っ

ております。 

 加えまして、先ほどの議題にもあったんですが、もともとフィルタリングというのは、有

害サイト対策として始まったものですけども、昨今、使い過ぎといったところが随分言われ

ておりますので、そういったところも各社対策を行っております。例えば、20 ページを御

覧いただきますと、これはソフトバンクの例なんですけれども、店頭でお客様にお渡しする

冊子、フィルタリングの説明をしている冊子なんですが、こちらの中には利用時間の制限と

いうのがフィルタリングサービスによってできるんだということを案内している図でござ

います。こちらは先ほど申し上げましたとおり、ソフトバンクだけがやっているわけではな

くて、各社４社とも同じような機能を紹介してやっております。 

 また、継続利用を促すための１つとして、その下にもございますが、フィルター強度の変

更ができますと。フィルタリングというのが強過ぎて、継続をやめるという方が中にはいら

っしゃいますので、そういう方に対しては、強度を変更することによってフィルタリングを

継続してお使いいただけるようなモチベーションになることを目指しまして、こういう説

明を行っているということでございます。 

 各社のページのところは、説明は割愛いたしますが、おおむね今申し上げたような、いろ

いろな各種工夫をしたり、使用時間の制限ができるということを言ったりという工夫を凝

らしていますという説明になりますので、詳細はそちらを御覧いただければと思います。 

 説明は以上になります。 

【中村主査】  ありがとうございます。続いて、テレサ協さん、お願いします。 

 

〈（一社）テレコムサービス協会（MVNO委員会）から、資料 12―６「（一社）テレコムサー

ビス協会（MVNO 委員会）資料」について説明〉 
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【テレコムサービス協会】  テレコムサービス協会、井原でございます。 

 それでは、資料 12－６の 11ページから説明させていただきたいと思います。ＭＶＮＯも

数社ございますので、基本的には個社の意見の取りまとめをさせていただいたものと御認

識いただければと思います。 

 まず、11 ページのほうなんですけれども、オンライン契約におけるフィルタリングの有

効化促進に関する課題というところです。①が最も大きいところにはなってしまうんです

けども、フィルタリングサービスに対する保護者のリテラシーの低さというのを、オンライ

ンで各社、工夫をしながら、保護者にフィルタリングの重要性については説明させてはいた

だいているんですけども、なかなかそちらの御理解がいただけていない現状があるという

状況でございます。 

 また、先ほど御指摘を、皆様にいただいた中で、例えば必ず必須にするといった場合に、

オンラインの場合は、であれば、利用者登録をしないという選択も、こちら側では一切分か

らないことになってしまうということもあるのかと思われますので、その辺りも、３番のと

ころに対して発生することになるかもしれませんけども、ＭＶＮＯ各社、基本的にはフィル

タリングは有料でございます。こちらを無償で提供するほどの収益がないところが一番大

きいかと思うんですけども、基本的には有償であるサービスということもありますので、な

かなかこちらのほうが、ＭＮＯ各社に比べて申込み率が低いという現状になっているので

はないかということがございました。 

 12 ページをお願いいたします。こちらも課題に関するヒアリングの２ということで、有

効化の件数等の割合を担保する仕組みについてどう考えているのかということについて、

これも個社の意見ということになっております。こちらのほうも、１社はもともとオンライ

ンの申込みであっても、御訪問されてしっかりと設定をされている会社様もございます。こ

ちらの場合は、確かに有効化率が非常に高いという会社様でございました。あと、基本的に

はウェブを活用しまして、しっかりと案内をして、見ていただかなければ前に進まない設定

のほうを各社、工夫をしてとらせていただいていたり、有効化に関しましては、これも以前

からそうなんですけども、皆様から有効化したかどうかという案内をいただいて、６か月間

案内をいただいていない方に関しては、メールを送らせていただくという取組を引き続き

させていただいております。 

 ４番だけ特殊にはなるんですけども、いわゆるアプリベンダーのほうから、未アクティベ

ートの状況は理解ができるということになっておりますので、未アクティベートの方の特
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定をさせていただいて、実際に保護者の方へ未アクティベートである旨の連絡をさせてい

ただくお手紙等を書面で送らせていただいて、そちらのお手伝いもさせていただいている

という取組も進めさせていただいておりますので、こちらは有効化を外された後でも、外さ

れたということが分かりますので、未アクティベートである旨を案内していくということ

でございます。 

 13 ページをお願いいたします。あと、フィルタリングの啓発についての取組で、これも

個社の取組になるんですけども、大きく３つ挙げさせていただきました。１つはウェブコン

テンツの案内です。２つ目がコンテンツＳＥＯ、親子ルールのコンテンツというものを案内

させていただきたいと思います。 

 14ページを御覧いただければと思います。14ページに関しましては、先ほど同様なんで

すけども、各社のウェブコンテンツをしっかり作らせていただいて、フィルタリングの重要

性の案内をさせていただいております。 

 15 ページを御覧いただければと思います。こちらのほうが若干特殊な取組ということに

なるんですけども、今、基本的に保護者の方も、インターネットを通じていろいろな情報収

集をされております。各社コンテンツは提供しているんですけど、実は、コンテンツを見て

いただいて、初めて保護者の方の理解が深まるということになるかと思っておりますので、

なるべく保護者が検索するワードで、お子様に与えるスマホに対して、しっかりと情報収集

をいただけるように、コンテンツＳＥＯの取組、いわゆるデジタルマーケティングの考え方

を使って上位表示させて、しっかりとコンテンツも見ていただく、いわゆる重要性のことを

確認いただくような取組もさせていただいている事業者がございます。 

 16 ページでございますけども、こちらの店舗で有効な策になっている、親子のルールの

取決めをさせていただくツールがあるんですけども、こちらのほうをウェブに導入させて

いただいて、契約の際にダウンロードして、皆さんに御利用いただけるようなツールを用意

している事業者さんもあるということでございます。 

 最後、17 ページでございます。今後の取組です。有効な取組として考えられることとい

うことになるんですけども、先ほどのフィルタリングの効果の可視化、こちらは実際に利用

した上で、トラブルが起きなかったというものを見える化できないかということで、こちら

はアプリベンダーのほうに相談させていただいているところでございます。２番も同様の

ことです。リスクの可視化、傾向分析等が見えないかということも、こちらもアプリベンダ

ーと相談させていただく状況でございます。 
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 利用状況の可視化、こちらは有効化ではなくて実際に使われているかどうかというのを、

事業者側がしっかりと把握できないかということの意見がございました。これは先ほどお

伝えしたとおり、12 月から１社が実際に把握させていただいて、実際にお客様のほうに書

面でアクティベートされていない旨の案内をして、アクティベートの促進を図っていると

いう状況でございます。 

 ４番は、先ほどのウェブコンテンツ事業と同様なんですけど、メディアの活用をさせてい

ただいて、より保護者の方に理解いただく活動を周知徹底していくということでございま

す。 

 以上でございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございます。 

 続いて、お待たせいたしました、アルプスシステムインテグレーションの吉井さんからお

願いいたします。 

 

〈株式会社アルプス システム インテグレーション株式会社から説明〉 

【アルプス システム インテグレーション】  アルプス システム インテグレーシ

ョン、吉井でございます。それでは、フィルタリングのカスタマイズ機能の改善及び周知に

つきまして、口頭で恐縮ですが、御説明をさせていただきます。 

 弊社は技術提供という形で、携帯電話事業者様にフィルタリング技術及びデータベース

を提供させていただいております。サイト・アプリの利用制限のカスタマイズ機能につきま

しては、既に導入時と利用中にサイト・アプリの個別設定ができる機能を提供しております。

導入時は、「よく使うアプリの設定」という機能を提供しております。スマートフォン利用

当初から利用を想定している人気アプリを初期設定時に個別に設定できる機能です。学齢

ルールなどの初期設定時に同時設定できるため、保護者の手間を削減することが可能でご

ざいます。 

 また、利用開始後は、お子様が使っていくうちに個別のサイト、アプリを使いたいといっ

た場合におきましては、制限画面から保護者へのリクエストを簡単に送れるという機能を

提供しております。お子様からのリクエストにつきましては、保護者管理機能と連携してい

るため、保護者はリクエストされた該当するサイトやアプリを簡単に把握し、内容を確認す

ることが可能です。内容を確認した後、利用を許可する場合は、画面に表示されている許可

ボタンを押すことで制限を解除することができます。そのほか、サイト・アプリなどの利用
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時間を制限する機能などの保護者管理機能も提供しております。 

 また、技術提供させていただいております立場といたしましては、引き続き、携帯電話事

業者様と協力いたしまして、利用者向けの情報提供の充実や管理画面のユーザビリティ向

上に向けた取組など、より分かりやすい、使いやすい技術開発に継続して努めてまいる所存

です。 

 また、フィルタリングの効果的な周知、啓発につきましては、安心協様など関連団体への

参画を通じまして、引き続き、協力していく所存でございます。 

 簡単ではございますが、以上でございます。 

【中村主査】  ありがとうございます。続いて、デジタルアーツの山田さんからお願いし

ます。 

 

〈デジタルアーツ株式会社資料から、資料 12―７「デジタルアーツ株式会社資料」につい

て説明〉 

【デジタルアーツ】  デジタルアーツの山田と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 資料 12－７のほうで、デジタルアーツのフィルタリング普及に向けた取組について、御

説明をさせていただきます。２ページ目と３ページ目につきましては、会社及び製品の概要

になるんですけれども、弊社、デジタルアーツは御家庭向けのフィルタリング製品として、

ｉ－フィルターという製品を御提供させていただいております。自社内専任チームによる

フィルタリングデータベースを基にしまして、しっかりとお子様を見守る製品として、お子

様の年齢や御家庭の状況に合わせて簡単に設定していただくこと、また、使い過ぎの心配が

ないように、利用時間などの制限をするといった機能を備えてございます。 

 ４ページ目のほうでございまして、ｉ－フィルターのカスタマイズ機能の面のところな

んですけれども、ウェブサイトの閲覧及びアプリの利用は個別に、またはカテゴリーごとに

許可、または禁止の設定をしていただくことができます。ウェブサイトですと個別のＵＲＬ、

またはカテゴリーごと、アダルトですとかグロテスクといったカテゴリーごとに許可、禁止

ができる。アプリですと、個別のアプリ、またはカテゴリーごとに許可、禁止の設定をして

いただくことが可能です。こちらは管理場面から管理者さん、主に保護者様になると思いま

すけれども、設定が可能でございまして、ウェブフィルタリング設定、またはアプリフィル

タリング設定というタブを選んでいただきますと、許可または禁止となっているカテゴリ
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ーが一覧で出てきますので、こちらにチェックボックスをつけていただくことで禁止、外し

ていただくと許可という形で設定をしていただくことができます。 

 ５ページ目にいきまして、こちらについては、ユーザーマニュアルやｉ－フィルターのウ

ェブサイト上で、個別のウェブサイトやアプリの設定方法などについて、それぞれのカテゴ

リーの分類についても御案内をしているところでございます。 

 こういった設定方法につきましても、６ページ目になりますけれども、弊社としては、こ

ういったことをウェブサイトや情報リテラシー出張授業という形で、保護者の方々の普及

に努めているところでございます。弊社としては、そもそもフィルタリング自体を、一方的

に保護者の方がこれは禁止とか、これは許可と決めてお子様に押しつけるものではなくて、

あくまで、お子様の希望ですとか利用状況を話し合っていただいて、御理解いただいた上で

使いたいアプリが何であるのかですとか、利用時間も含めて御理解をいただいた上で、こう

いった設定を自由に使っていただいて、御利用いただきたいという考えで製品を提供して

いるものでございますので、こういったものを、普及活動などを通じて御案内をしていると

ころでございます。こちらのリテラシー出張授業については、オンラインでの実施も昨今、

コロナ禍でございますので実施をしております。 

 ７ページの参考情報にはなりますけれども、こちらは弊社の独自の取組になるんですけ

れども、未成年者の方のスマートフォン利用実態調査などを、ここ 10年、継続して実施を

してきまして、こういった調査活動を通じて、フィルタリングについて、メディアのほうで

なるべく取り上げていただけるよう広報活動を行って、フィルタリング自体の必要性です

とか使い方みたいなところも、重要性を訴えてきているところでございます。 

 それで、引き続き、より分かりやすくウェブ上でこういった御案内をすることや啓発活動

に注力してまいりたいというところで考えております。 

 簡単ではございますが、デジタルアーツからは以上になります。 

【中村主査】  ありがとうございます。では、安心協の松岡さんからお願いいたします。 

 

〈安心ネットづくり促進協議会から、資料 12―８「（一社）安心ネットづくり促進協議会資

料」について説明〉 

【安心ネットづくり促進協議会】  安心ネットづくり促進協議会の松岡と申します。資料

の 12－８に基づきまして、説明させていただきます。 

 １ページ目を御覧ください。インターネット大航海と題しまして、インターネットを広大
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な海に例えて資料をまとめてみました。実際の海には道がございませんので、どこに向かう

のも、何をするのも自由に選択できるところではございますが、知識や経験がなければ危険

な状況に陥ってしまうということがネットの世界でも似ているのかなと感じたところでご

ざいます。 

 資料の２ページ目を御覧ください。総インターネット時代を迎えているということ自体

はもう議論の余地がないと思いますが、そういった中で、子供が保護者の知らない方向を見

ている、保護者とは見ている方向が違う、そして、保護者の目の届かないような場所に行っ

てしまうということが実際には起きているのかなと思っております。それは、この後触れる

フィルタリングの利用と関係なく、そういったものなんだということでございます。子供の

船の行き先というインターネットの利用の方法は把握できないということはごく当然なこ

となのだとは思っておりますが、なかなかそういったことを保護者がイメージしにくいの

かなと感じておりまして、総務省からの質問の１番目にあります、低年齢、幼児、未就学児

の保護者に対してはどのように向かうかという点でございますが、そういったことを保護

者に強く意識してもらうことが今後の啓発の重要なポイントになるのかなと考えてござい

ます。 

 ３ページを御覧ください。自由に動けるということは当然、楽しいことでありますし、得

るものがある一方で、そこならではのトラブルもあるというのは御認識のとおりかと思っ

ております。そういったトラブルを避けるための対策として、フィルタリングやルールとい

うのはありますが、もう一つ、大きな柱として、子供自身がトラブルを回避、解決する能力

を身に付けるように導く必要もあるのかと、そのように考えてございます。 

 ４ページを御覧ください。前ページで触れました、ルールを設けることや安全装置とここ

では申し上げていますが、フィルタリングを利用するということは基本的な対策でござい

ますので、引き続き啓発を行っていく所存でございます。ただ、子供を信頼しているとか使

い勝手が悪いなどの理由によって、フィルタリングの利用を止めてしまうことが多々見受

けられるのかなと考えております。トラブルを回避するための最低限として、ウェブの有害

情報のみでも遮断できるような、そういった機能が選択できることを、これからは検討して

いく必要があるのかと考えておりまして、これが今後のフィルタリングの方向性として御

質問いただいた、２番目に対する考えでございます。 

 なお、こういった場合には、アプリの利用方法についても課題が残っているわけですので、

ＳＭＡＪの方々と連携するなどして、アプリの利用方法を学ぶということも、今後、引き続
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きやっていきたいというところでございます。 

 ５ページを御覧ください。３ページで触れました、子供自身がトラブルを回避、解決する

能力を身に付けるためということで、保護者の方々は子供の経験や成長度合いを見て、技量

に見合った、技量に見合うチャンスを与えて利用を促していく、成長を促していくことが必

要だと考えておりますので、そのために海と申し上げますが、インターネットの特徴や注意

すべきことを学んで、それを子供に伝える、見守るということを保護者に対して我々が伝え

ていくことも、もう一つ重要かということでございます。例えば、プログラミングやネット

の構造など、そういう知識を得ることで様々な問題を回避する能力、基礎力が高まるのかと

考えているところでございます。 

 最後になりますが、子供がいろいろな知識を得ることによって、ここでは航海の目的と書

いていますが、インターネットの利用の目的を持つことがあるのかもしれません。そういう

ことになれば、我々の知らない新たなサービスというか、未来のものでしょうけれども、そ

ういうことが得られる人材が育つ可能性もあるのかなと、そのように感じているところで

ございます。 

 早口になりましたが、以上でございます。ありがとうございます。 

【中村主査】  ありがとうございました。では、最後に、ソーシャルメディア利用環境整

備機構、ＳＭＡＪ、藤川さんからお願いいたします。 

 

〈（一社）ソーシャルメディア利用環境整備機構から、資料 12―９「（一社）ソーシャルメ

ディア利用環境整備機構資料」について説明〉 

【ソーシャルメディア利用環境整備機構】  ありがとうございます。ソーシャルメディア

利用環境整備機構、ＳＭＡＪの藤川です。 

 資料 12－９を御確認ください。改めてですけれども、私どもＳＭＡＪですが、ＳＮＳに

起因する児童被害防止、そのために設立された任意団体、青少年ネット利用環境整備協議会

を前身として、昨年７月に一般社団法人化した関連事業者による団体でございます。 

 活動内容でございますけれども、実効性の高い利用者保護施策の検討・実施ということで、

これまで各事業者が実施してきた利用者保護の知見をデータベース化して、業界内で共有

して、継続的かつ実効性のある施策の検討、実施を行っているところでございます。 

 啓発面に関しましては、ＳＮＳを活用した啓発活動を行っておりまして、政府や他の団体

様と連携して推進しておるところでございます。また、特に青少年の利用上の課題について
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は、年齢等の利用者属性に応じた環境整備、これを推進しているところでございます。 

 翌ページでございまして、啓発施策の一環として、青少年によるＳＮＳ等の利用に係る保

護者等の判断に資する情報発信をしているところでございまして、まさに今回テーマとな

っておりますフィルタリング等で、サービス利用に関して、保護者様が利用の許可、制限を

判断する。もしくは、お子様について、サービス利用について指導していただく、その際に

御活用いただく情報として提供をしておるところでございます。 

 昨年の３月から前身の団体のホームページに掲載しておりまして、現在はＳＭＡＪのホ

ームページに掲載して、情報提供しているということでございます。サービス自体の概要及

び利用上の注意点といったものを掲載しておりまして、保護者様に活用いただきたいとい

うことでございます。周知、普及ということでございますけれども、安心ネットづくり促進

協議会様と連携しながら、引き続き、情報のコンテンツの充実化も図りながら、さらに御活

用いただけるように進めていきたいと考えております。 

 また、翌ページになりますけれども、ＳＮＳを活用した啓発活動ということで、新たな施

策を今、予定しております。ＬＩＮＥの公式アカウントを開設して、ＳＮＳ安心安全ガイド

という啓発のコンテンツを近日に提供を開始する予定となっております。こちらでは、ＳＮ

Ｓのアーキテクチャーを活用して、子供が活用するセルフチェックテストであったり保護

者様が活用するチェックリスト、お子様の利用環境のためのチェックリスト、また、関連動

画や相談窓口など、政府やＮＰＯさんのコンテンツも紹介していきたいと思っております。 

 このようにサービス上の保護施策、これの実効性の向上及び啓発活動の推進を通して、引

き続き、業界団体として、ＳＮＳの利用環境整備、こちらを推進してまいりたいと思ってお

るところでございます。 

 以上でございます。 

【中村主査】  どうもありがとうございました。皆さんに大変な御協力をいただきまして、

コンパクトな御報告をいただきまして、時間ぎりぎりのところでヒアリングをクリアした

ということで時間が来たわけですけれども、もし御都合のつく方は、少々延長することをお

許しいただいて、数問質問を受けたいと思います。いかがでしょうか。尾花さん、上沼さん。 

【尾花構成員】  尾花です。よろしいでしょうか。コンパクトにお話をさせていただきま

す。 

 まず、アルプス システム インテグレーションの吉井さんにお伺いしたいのですが、以

前、フィルタリングを一時的にオフにするような機能を追加しましょう！みたいな話にな
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ったと思うのですが、その辺りの開発の経過はどんな感じになっていますか？コロナ禍で

仕事が思うように前に進まない状況が続いていますが、イベント会場でそういった会話を

してから期待していたので、状況をお知らせいただければと思います。 

 それと、ＳＭＡＪの藤川さんに、これはお願いです。保護者資料ということで、３ページ

目に御紹介いただいている事業者各社が作ったものがありますが、先ほど総務省さんから

御説明があったときに申し上げたように、ここの＃ＮｏＨｅａｒｔＮｏＳＮＳのコンテン

ツのページには、心が壊れそうになりながらも何とか設定で回避しようとする子供たちも

来ます。そういう子供たちが来たときに、見えないようにする方法など、具体的な操作方法

を、心が折れているときでもそれを見ればできるような分かり易い内容のご提供を、今後ぜ

ひ、お願いしたいと思います。 

 以上でございます。お時間ありがとうございました。 

【中村主査】  質問の御回答はありますでしょうか。 

【アルプスシステムインテグレーション】  ＡＬＳＩ、吉井でございます。よろしいでし

ょうか。 

【中村主査】  はい。 

【アルプスシステムインテグレーション】  尾花先生からいただきました御質問につき

まして、回答させていただきます。 

 こちらにつきましては、まず、何年か前のイベントで御要望をいただいて承っております。

承った情報につきましては、開発のほうに共有させていただいております。ただ、弊社は技

術提供をしている会社のため、機能実装されるかどうかにつきましては、別途違うルートで

検討という形になりますので、こちらのほうといたしましては、開発のほうには情報共有を

して、適宜上げているという状況でございます。 

 以上でございます。 

【尾花構成員】  ありがとうございます。引き続きよろしくお願いします。 

【中村主査】  上沼さん。 

【上沼構成員】  ありがとうございました。まず、簡単にコメントですけど、ＴＣＡさん

の動画の普及啓発は非常にありがたいと思います。実はこの間、私がガラケーからスマホに

乗り換えたときに、店頭で契約をしたら、２時間がっつり説明を受けまして、へろへろにな

って帰ってきて、これにさらにフィルタリングの説明など聞いたら気力が尽きちゃうなと

思っていたところです。店頭じゃなくて動画で受けられるのであれば、そのほうが頭に入る
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と、素直に自分の実感として思った次第です。 

 あと、テレサ協さんのフィルタリングの効果の可視化、これは非常に分かりやすいものだ

と思います。結局フィルタリングがどう役に立つのかというのが、多分保護者のほうにもよ

く分かっていないように思います。今や、ある意味、ウイルス対策ソフトと既に同じレベル

で青少年が使う場合には必須というものだと思うんですが、そういう認識がないと、なかな

か保護者のほうには利用の促進ということにはならないのかと思うので、これはぜひとも、

可視化の普及啓発の教材等がありましたら、今後、共有していただければありがたいかと思

います。 

 あと、それに加えて、この間、実際にお子さんに聞いたところ、スクリーンタイムとフィ

ルタリングを、ごっちゃにしていて、時間的な利用制限がかかっているものをフィルタリン

グだと思っているみたいな状況になっています。その区別がつくこと自体にあまり意味が

あるとは思わないんですけれども、いろいろな機能があり過ぎて複雑過ぎる上に、先ほど尾

花委員がおっしゃっていたように、対応概念などが複雑過ぎるので、今後、そこのところが

もう少し分かりやすいように何とかしていただけないかと思います。そうでないと、保護者

のほうでは理解が追いつかないと思いますので、その辺をぜひともメーカーさん側と販売

者側のほうで、努力いただければありがたいかなと思います。 

 あと、安心協さんのシェアに関して言うと、低年齢だと海というより、むしろビニールプ

ールから始めるんじゃないかなと思ったりするので、簡単なコメントです。 

 あと、ＳＭＡＪさんの普及啓発に関しては、いろいろな方面で発信していただいて、非常

に効果的だと思います。ＳＮＳコンテンツ事業に関して 1点追加させてもらえれば、実際に

はＳＮＳの利用に向かない低年齢者というのがいるわけだと思うんです、13 歳未満などは

利用規約上利用が認められていなかったりなどしています。そのような低年齢者がコンテ

ンツの利用をしないための仕組みについて、以前からお話があったと思うんですけれども、

その部分を進めていただけると、ますますいいのかと思いますので、以上、雑駁なコメント

でした。 

【中村主査】  ありがとうございました。石田さんと森さんから手が挙がっていますので、

今日はそこまでにしましょうか。石田さん、お願いします。 

【石田構成員】  すいません。ＳＭＡＪさんにお願いなんですけれども、先ほど３ページ

目について、尾花さんからもこういう面を強化してもらいたいとお話がございましたけれ

ども、ここのところは保護者の方が判断するのにとても分かりやすいかとは思ったんです



 -42- 

が、各社さん、情報提供のところに差がありまして、例えば、より詳しくはここにというリ

ンクが貼ってあるところがありますので、このページだけじゃなくて、実際のサイトの、こ

こに書いてあると各社さんリンクを貼っていただけるとより分かりやすいかと思いますの

で、ぜひお願いしたいと思います。 

【中村主査】  森さん、どうぞ。 

【森構成員】  ありがとうございます。 

 一言だけですが、安心協さんの御説明の最後にありました、トラブル回避、解決のために

海の成り立ちと特徴を学ぶことによって、新たな世界が開けるんじゃないかというのは、こ

れはすごく重要な御指摘だと思いました。石田さんから行動ターゲッティング広告の話が

少しあったりしましたし、あとはＳＮＳについて言うんだったら、トランプがアカウントを

バンされて表現の自由の侵害なのかみたいな話もありましたし、こういうトラブルから学

ぶことはすごく膨大だし、一般的だし、それによって、ほかのより重要なトラブル回避にと

どまらないことを学んでいけるんだろうと思うので、そういう統合的な考え方、ＩＣＴリテ

ラシーのそういうのはすごく重要な御指摘だと思いました。 

 以上です。 

 

（３）閉会 

【中村主査】  どうもありがとうございました。 

 では、今日の議事はここまでとしたいと思います。今日も盛りだくさんでございまして、

全部を消化し切れなかったと思いますので、皆さんから追加の質問、あるいは追加のコメン

トがございましたら事務局のほうにお寄せいただきまして、事務局のほうで適宜処理をし

ていただければと思います。 

 では、最後に次回のタスクフォースのスケジュールについて連絡お願いします。 

【萩原消費者行政第一課課長補佐】  事務局の萩原でございます。 

 次回の日程、場所等につきましては、調整の上で別途、事務局から御連絡させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

【中村主査】  では、閉会といたします。遅くまでどうもありがとうございました。 

 

以上 

 


